
Think beyond impossible ...



　関綜エンジニアリング株式会社は、2014年創業以来、電気・機械設備を中心とした

　総合設備の設計・施工・保守管理を通じて地域社会に貢献してまいりました。

　人々の生活に欠かせない電気は、照明設備や空調設備などに使われるエネルギー

　としてはもちろんですが、IT化の進んだ現在では、ますます重要なものとなっています。

　そのため、私たちは、「人、環境、エネルギー」をキーワードに、安心・安全と快適な

　環境づくりに取り組んでおります。

　企業の規模も拡大の方向にあり、変革は環境にも与える影響が大きい事を受け止め、

　次頁の環境方針を基に環境活動を展開し、地球環境に優しい企業として環境への

　配慮も企業活動の大きな役割として捉え新たな一歩を歩み出しました。

　以下、「環境経営レポート」としての取り組みをまとめましたので、私たちの取組を

　ご高覧の上、ご指導、ご指摘を頂き次の環境活動に生かして行きたいと存じます。

関綜エンジニアリング株式会社

代表取締役社長

高橋　孝明
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変化への挑戦を恐れず行動し、地域社会と人に優しい事業活動を営み

　おける歩留まり改善で廃棄物及び環境汚染物質の管理・

　削減を図るとともに環境汚染物質の予防に取り組み関連

　地域社会とのコミュニケーションを図ります。

関綜エンジニアリング株式会社

代表取締役社長

高橋　孝明

　１．環境経営方針

子供たちが希望の持てる未来の創造のため

人がより快適に過ごせる環境づくりを目指します。

５．環境管理に関する情報は、社内外に公表し、

環境保全活動を推進するにあたり、以下に主な活動項目を掲げ取組みます。

１．環境への負荷低減を考慮した環境機器の

　　開発設計から製造、保守までの事業活動に努めます。

２．事業活動に伴う、原材料の効率的使用や製品製造に

基本理念

基本方針

P-1

2022年　4月　1日

　法規や約束を遵守いたします。

３．事業活動に伴う、電気等のエネルギー削減及び資源

　のリサイクル等の有効活用を積極的に推進いたします。

４．環境への取組目的を明確に設定し、組織的な推進と

　定期的な見直しを実施し、快適な環境づくりを目指します。

人



関綜エンジニアリング株式会社　太田事業所
代表取締役社長 　高橋　孝明  

　〒379-2306　群馬県太田市大久保町１２４番地３

代表責任者　　　　：　代表取締役社長　　高橋　孝明
環境管理責任者　：　事業部長　　　　　 　赤石　江位子  
担当　　　　　　　　 ：　ＥＡ２１事務局     　 井樋　由里子
TEL　：　0277-32-6161
FAX　：　0277-32-6162

関綜エンジニアリング株式会社　太田事業所　　

＊太田支店については、2024年5月までに取得予定
　　（2022年12月に太田事業所との統合予定に伴い）

＊本店、本社については、2025年5月までに取得予定
＊さいたま支店については、2026年5月までに取得予定

売上高

従業員数

延べ床面積

＊2019年の売上高は、2019年4月～2020年3月の12ヶ月のデータです。

＊2020年の売上高は、2020年4月～2021年3月の12ヶ月のデータです。

＊2021年の売上高は、2021年4月～2022年3月の12ヶ月のデータです。
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  3．環境保全関係の責任者及び担当者連絡先

  4．対象範囲

  5．事業規模
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活動規模

　２．事業活動の規模

  1．　事業所及び代表者名

  2．所在地

㎡ 2,878



局排装置の開発設計から製造、保守までのサービスを提供

P-2（2）

  6．事業の内容

フィルター式集じん装置 湿式集じん装置

粉じん減溶固化

水溶性加工液浄化装置 電解水生成装置

アルカリ電解水

「スキルフルウオーター」

［ プラズマ放電技術 ］

［ 電解技術 ］

［ 集じん技術 ］

ＴＳフィルタ―



装置開発及び板金の試作・量産までを一貫した体制にて対応します。

P-2(3)

電気式集じん装置

［ プラズマ放電技術 ］

［ 加工技術 ］

あきらめないでください！

ブロワーの溶接加工

追従装置付ＡＣサーボプレスブレーキ



①環境管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。

　該当責任者には、現在の責務に関わりなく、兼任で責任と権限を明示する。

②エコアクション21の構築・運用･維持に必要な経営諸資源（人材・

　資金・機器・設備・技術・技能を含む）を準備する。

③環境方針を制定する。

④経営における課題とチャンスを明確にする。

⑤エコアクション21の構築･運用に関する情報を収集し、環境方針・環境目標

　をはじめシステム全体の見直しを行い、必要に応じ改訂を指示する。

①エコアクション21に関する経営諸資源の合理的･効果的な運用を図り、

　目的を達成するために環境委員会を運営する。

②エコアクション21の構築と運用を円滑に行い、最高責任者による見直しの

　ための情報として、構築･運用に関する情報を最高責任者に提供する。

③緊急事態対応訓練の計画を指示し、実施記録の承認。

①環境管理責任者を補佐し、エコアクション21に関する実務全般を所管する。

②環境委員会での協議に基づき環境活動計画の原案を作成し環境管理

  責任者へ提案する。

③環境への取組の実施状況確認と実績集計をする。

④環境経営レポートの作成をする。

⑤法規制等の遵守状況の管理。

⑥活動実績をグラフや写真等で社内に掲示する。

①最高責任者･環境管理責任者･事務局･部門長で構成し、月1回環境管理

　責任者が召集する。

②環境目標の設定、環境活動計画の策定及び進捗管理について協議する。

③環境管理責任者が必要と認めた者は出席することができる。

P-3

　３．EA21推進体制

最高責任者

環境管理責任者

環境事務局

環境委員会

職名 役割・責任・権限

【最高責任者】

代表取締役社長

高橋 孝明

【環境管理責任者】

赤石 江位子

【環境事務局】

井樋 由里子
【環境委員会】

（月1回開催）

第1製造 第2製造生産管理開発・設計・技術営業



　　　＊購入電力の排出係数は、0.474kg-CO2/kWh(東京電力：2018年度)を使用しています。

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

3.87 3.83 3.79 3.75 3.71 -0.04

3.87 3.67 4.08 ― ― 0.41

125,704 122,190 113,481 ― ― -8,709

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

2.97 2.94 2.91 2.88 2.85 0.44

2.97 2.90 3.35 ― ― 0.45

96,621 94,753 93,107 ― ― -1,646

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

0.160 0.158 0.157 0.155 0.153 -0.03

0.16 0.14 0.131 ― ― -0.01

5,211 4,451 3,650 ― ― -801

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

0.211 0.209 0.207 0.205 0.203 -0.07

0.211 0.14 0.136 ― ― -0.004

6,860 4,685 3,777 ― ― -908

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

0.332 0.329 0.325 0.322 0.319 -0.05

0.332 0.325 0.272 ― ― -0.05

10,782 10,633 7,561 ― ― -3,072

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

0.192 0.190 0.188 0.186 0.184 0.006

0.192 0.166 0.194 ― ― 0.028

6,226 7,668 5,385 ― ― -2,283

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

1.12 1.11 1.10 1.086 1.075 -0.28

1.12 1.16 0.82 ― ― -0.34

34,600 36,996 22,880 ― ― -14,116

30,523 30,523 19,088 ― ― -11,435

1,640 1,669 1,435 ― ― -234

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

35.0 34.7 34.3 34.0 33.6 -20.1

35.0 21.4 14.2 ― ― -7.16

876 493 356 ― ― -137

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

1,500 960 480 -222

940 1,477 1,278 ― ― -199

2,581 2,481 1,849 ― ― -632

実績　（PRTR使用量）ｋｇ

化学物質購入総量（ｋｇ）
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産業廃棄物　（ｋｇ）

再資源化　（ｋｇ）

一般廃棄物　（ｋｇ）

水資源投入量

目標値　（ｍ3/人数）

化学物質使用量

目標値（PRTR使用量）ｋｇ

目標値（ｋｇ/万円）

実績　（ｋｇ/万円）

目標値（ｋｇ-CO2/万円）

実績　（ｋｇ-CO2/万円）

実績　（ｋｇ-CO2）

廃棄物総排出量

総量　（ｍ3）

実績　（ｍ3/人数）

実績　（ｋｇ-CO2）

灯油による CO2排出量

ガソリンによる CO2排出量

目標値（ｋｇ-CO2/万円）

目標値（ｋｇ-CO2/万円）

実績　（ｋｇ-CO2/万円）

実績　（ｋｇ-CO2）

LPGによる CO2排出量

実績　（ｋｇ-CO2）

軽油による CO2排出量

実績　（ｋｇ-CO2/万円）

中長期の目標今年度

実績　（ｋｇ-CO2）

目標値（ｋｇ-CO2/万円）

実績　（ｋｇ-CO2/万円）

　４．環境経営目標とその実績

目標値（ｋｇ-CO2/万円）

実績　（ｋｇ-CO2/万円）

基準年度

新工場での生
産工程レイアウ
ト大幅変更によ
る生産効率の向
上

目標値＆基
準年度
との差

実績　（ｋｇ-CO2/万円）

実績　（ｋｇ-CO2）

電力による CO2排出量

溶剤塗装から粉
体塗装へ移行
での生産性向
上とVOC、CO2
排出量の大幅
削減

環境経営目標

環境に配慮した
パウダーレスの
フィルター式集
じん機の生産が
1年前倒しで開
始できた

本業に関する
目標

生産性の向上
とSDGｓ対応

― ―

CO2 総排出量

目標値（ｋｇ-CO2/万円）



達成状況

×

■ CO2総排出量で▲8,709kg-CO2削減出来ています。しかし売上減のため万円当りCO2排出量は目標値に対して、

微増0.29㎏-CO2/万円で目標未達成となりました。要因としては、売上が昨年度比 約15％落ち込んだことが影響。

電力、ガソリン、軽油、灯油、LPGの各CO2排出量（kg-CO2）では、削減が出来ています。

■ 2022年12月には新工場移転（太陽光パネル設置）による使用電力の削減で、更なるCO2削減を目指す。

達成状況

×

■ CO2総排出量で▲1,646kg-CO2削減出来ています。しかし万円当りCO2量は目標値に対して微増 0.44kg-CO2/万円

で未達成となりましたが、電力使用量（kwh）では空調温度の適正化等により▲3,471kwh削減出来ました。　

■ 2022年12月には新工場へ移転、工場屋根にはソーラーパネルを設置し太陽光発電を開始、NEWエアコンを導入し

使用電力削減でCO2の削減を目指す、また電力会社からの電力供給がひっ迫する状況が多々あるおり空調温度の

適正化やエアコンフィルター清掃を行い使用電力量の削減を継続していく。

５．環境活動計画の取組結果と評価、次年度の取組計画

CO2総排出量
2021年度目標値 実績

3.79ｋｇ-ＣＯ２/万円 4.08ｋｇ-ＣＯ２/万円

今年度の結果と次年度の取り組み

電力によるCO2排出量
2021年度目標値 実績

2.91ｋｇ-ＣＯ２/万円 3.35ｋｇ-ＣＯ２/万円

今年度の結果と次年度の取り組み

P-5（1）
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達成状況

○

■ CO2総排出量で▲801kg-CO2削減。又、万円当りCO2排出量は目標値に対して▲0.03kg-CO2/万円削減出来ました。

エコカー優先利用・ネット回線打合せ等で客先訪問の削減対応でガソリン使用量では、▲346L削減出来ました。。

■ 次年度も営業用には燃費効率の良いエコカーの優先利用とネット回線による打合せを活用し、燃料を削減していく。

社有車使用ルールに従い、エコ10ドライブを実践して行い燃費効率を高めて消費燃料を削減する。（P-4（7）参照）

また、『車両管理表』『社有車日常点検表』を活用し車両不備を削減することで、燃費効率の良い状態を維持する。

達成状況

○

■ CO2総排出量で▲908kg-CO2削減。又、万円当りCO2排出量は目標値に対して▲0.07kg-CO2/万円削減出来ました。

納品や引取りでの車両管理の効率化を図り、運輸回数が減少した事と、エコドライブ・車両点検整備の実施効果で

軽油使用量では▲442L削減出来ました。　

■ 次年度も効率的なルート選択・運搬の最小化・エコドライブ10・日常点検で車両不備の削減を行い、CO2を削減する。

達成状況

○

ガソリンによるCO2排出量
2021年度目標値 実績

0.131ｋｇ-ＣＯ２/万円0.157ｋｇ-ＣＯ２/万円

今年度の結果と次年度の取り組み

軽油によるCO2排出量
2021年度目標値 実績

0.207kg-CO2/万円 0.136kg-CO2/万円

今年度の結果と次年度の取り組み

P-5(2)

灯油によるCO2排出量
2021年度目標値 実績

0.325ｋｇ-ＣＯ２/万円 0.272ｋｇ-ＣＯ２/万円
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■ CO2総排出量で▲3,072kg-CO2削減出来ています。又、万円当りCO2排出量は目標値に対して、▲0.05kg-CO2/万円

削減出来ました。　事務所の暖房はエアコンに限定し（昨年までは灯油ストーブ併用）、現場ではファンヒーターの

こまめなSW切替対応等で、灯油使用量は▲1,244L削減出来ました。

■ 次年度も同一内容を継続して行い、更に新工場に移転後は温湿度管理の標準化を行い、CO2を削減する。

達成状況

×

■ CO2総排出量で▲2,283kg-CO2削減出来ています。しかし万円当りCO2量は目標値に対して、0.006kg-CO2/万円と

微増しています。　　LPG使用量では、▲761ｋｇ削減出来ました。　売上減に伴う塗装乾燥炉使用減による。

■ 次年度は新工場移転後、新しく設置した燃焼効率の良い乾燥炉で生産することでCO2を削減していきます。

今年度の結果と次年度の取り組み

LPGによるCO2排出量
2021年度目標値 実績

0.188kg-CO2/万円 0.194kg-CO2/万円

今年度の結果と次年度の取り組み

P-5（3）
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達成状況

○

■ 廃棄予定の装置・製品・部品等を材質別に分解し、使用出来るものは再利用を進めた結果、産業廃棄物総排出量で

前年度に対して▲14,116ｋｇで、削減比率で▲38％と、大幅に削減することが出来ました。

■ 次年度は新工場への移動が予定されており、保管部品等における不必要な物の選択により廃棄増が懸念される。

達成状況

○

■ 節水の意識が向上したことで、前年度に対して、総量で▲356ｍ3、削減比率で▲28％、（ｍ3/人数）で▲34％と

大幅に削減出来ました。

■ 次年度後期には新工場への移動が予定されており、センサー感知式蛇口により更なる節水に取組みます。

　　

廃棄物総排出量
2021年度目標値 実績

1.10kg/万円 0.82kg/万円

今年度の結果と次年度の取り組み

水資源投入量
2021年度目標値 実績

34.3ｍ3/人数 14.2ｍ3/人数

今年度の結果と次年度の取り組み

P-5（4）
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達成状況

○

■ 今期は売上減少に伴い生産量が減り、製品塗装用の塗料購入量が前年度に対して▲634ｋｇ、前年度比率▲24％

PRTR使用量で▲199ｋｇ、前年度比率▲13％減となりました。（特にキシレン・エチルベンゼンの含有品減少）

■ 2022年12月には新工場へ移転、塗装が溶剤塗装から静電粉体塗装に変更されることで、VOC（揮発性有機化合物）

（有機溶剤）の発生を“ゼロ”もしくは、限りなくゼロに近い状態に抑えることができます。

又、作業工程におけるCO2排出量も少ないため、環境にやさしいエコロジー対応が可能となります。

化学物質名 2019年 2020年 2021年

キシレン 188 391 220

トルエン 643 839 943

エチルベンゼン 99 222 111

トリメチルベンゼン 9 23 3.9

化学物質使用量（PRTR）
2021年度目標値 実績

1,500kg 1,278kg

今年度の結果と次年度の取り組み

P-5（5）

　　環境活動内容と次年度の取組（1）
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化学物質管理手順書
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車種名 燃費　ｋｍ/L

キャンター 7.6

ダイナ 7.4

レジアス 9.6

ライトエース 14.3

タント 18.1

ヤリス 24.9

プリウスPHV 54.2

P-5（6）

エコカー優先利用

ネット回線活用よる

7.6 7.4 9.6
14.3

18.1

24.9

54.2

0.0
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20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

2021年度車両別燃費グラフ

キャンター ダイナ レジアス

ライトエース タント ヤリス

km/L

①不要なアイドリングはやめましょう
②タイヤの空気圧をチェックしましょう
③不用な荷物を降ろしましょう
④暖機運転は適切に
⑤急発進、急加速はやめましょう
⑥車間距離は余裕をもって
⑦エンジンブレーキを積極的に使いましょう
⑧駐車場はよく考えて（他社への迷惑、渋滞をおこさないように）
⑨夏のカーエアコンの設定は控えめに
⑩計画的に運転をしましょう

車両管理表

社有車使用ルール エコドライブ手順書

・エコカーの優先利用

・効率的なルート選択

・運搬の最小化

・日常点検・走行記録表

の活用による車両

不備の削減
・エコドライブによる
燃料削減

・保有車両台数の見直し

社用車日常点検表

日常点検・走行記録表

2022年4月より下表に統一変更



＊ベトナム人実習生対応でベトナム語を併記

　　環境活動内容と次年度の取組　（２）

P-5（7）

廃棄物の再資源化（分別ルールの徹底・廃棄物置場の整備）

空調温度適正化・表 照明不要時の

エアコン清掃の実

「一般ゴミの計量表」（ベトナム語を併記）と「一般ゴミ排出量」（集計表）

・コピー用紙の裏紙使用の推進

・シュレッダー処理でリサイクル

Xin chào ！ こんにちは ！

節水の推進 感染症対策



　　環境活動内容と次年度の取組　（３）

P-5（8）

金属アーク溶接等作業における健康障害防止措置 「溶接ヒューム」（酸化マンガン 0.05ｍｇ/ｍ3）

局所排気装置

溶接ヒューム 実施済内
容

1.使い捨て式防塵マスク

2.大型換気扇使用

3.特定化学物質作業主任者の選任（2名）

4.粉じん濃度測定 （社内溶接場）
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社内溶接場 粉じん濃度

安全データシート(SDS)

溶接ヒューム(粉じん）対策への次年度取組概要 （新工場稼働時 2022.12～）

フィルター式集じん機

（TSフィルター仕様）

プレフィルターボックス

アーム式局所排気装置・吸込み口（上下動可）
・アーム中間継手（上下動可）
・アームとボックス継手部 （ヨ
コ回転可、上下動可） 効果

アーム式局所排気装置
を使用することで、溶接
作業に近接した局所排気
が可能となり、プレフィ
ルターボックスとフィル
ター式集じん機（TSフィ
ルター仕様）を接続して
使用することで溶接
ヒューム（粒子径0.1～
1μｍ）を大幅に減少する
ことができるので
ヒューム内の酸化マンガ
ンを0.05ｍｇ/ｍ3以下に
抑えることが可能。

溶接ヒューム



５S（整理・整頓・清掃・清潔・しつけ）✙ 安全　活動

P-5（9）

５S✙安全に関する項目で
毎月、３～4名のチームで、
５S診断チェックリストに
基づき、工場内・敷地内
をチェックし、改善が必
要な事項については写真
撮影し、５S診断チェック
リストを添えて５S事務局
へ報告。

事務局では、報告内容を
確認（現場）し、５S診断
チェックリストを整理し
指摘があった部門へは直
接、改善依頼を行ってい
る。
全員への周知は、掲示
板・メールにて行ってい
る。

整理・整頓

安全

清掃・清潔

安全

しつけ・安全

５S診断チェックリスト

（安全は毎月）

５Sパトロール

年間実施要領



1．当社に適用となる主な環境関連法規

遵守状況

遵法

遵法

2．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

2022年3月31日の環境関連法規遵守状況の確認において、環境関連法規への

違反はありません。

尚、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。

次年度では、塗装方式を溶剤塗装から粉体塗装へ変更することで、
有機溶剤を使用しないVOC発生を限りなく“ゼロに近い状態”へ移行しま
す。さらに工程短縮化によりCO2排出量の大幅削減となることで目指すSDG
ｓへの取組みへつなげます。

今後、新工場へ移転後は定期的な活動報告を実施し、運用については事
業部にとどまらず会社全体としての運用ができるよう活動を広げて行きた
い。

化管法（PRTR制度）
第一種指定化学物質（PRTR）の

取扱量１ｔ以下
遵法

P-6

７．代表者による全体の評価と見直し・指示

5S（✙安全）をはじめエコドライブやCO2排出削減活動に全員が積極的に

業務改善をはじめ推進活動に取り組んでいます。

消防法（危険物、液化石油ガスの
貯蔵、取扱、乾燥設備）

設置の届出 遵法

特定施設の届出

廃棄物処理法
委託基準（契約書・許可証）、マニ
フェスト交付・保存及び交付状況
報告

遵法

　６．環境関連法規制の遵守

法規制等の名称 遵守事項

騒音規制法 特定施設の届出

振動規制法


